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競技会支援システム運用者認定 研修内容 について  

 
１．競技会支援システム運用者が知っているべき知識 
 
 ● ＪＤＳＦ競技関連規則        → 競技規則 
 ● 選手登録について          → 選手登録・持ち級・昇降級規定 
 ● 競技会における採点管理業務     → 事前設定・実務全般の流れ 
 ● スケーティング           → 審査結果の入力方法・結果の内容把握 
 ● パソコン知識            → データ入力操作（エクセル・ワード・エディタ） 

インターネット・Ｅ－ｍａｉｌ操作 
ファイル管理操作（マイコンピュータ・エクスプローラ） 

 ● 支援システム操作方法        → 管理者としての操作方法（オペレータ教育が可能） 
● パソコン・プリンタートラブル対処  → 異常時の対応処理 

 
２．概要 
 
● 目 的  ： 競技会支援システムを運用し、競技会の運営、進行を円滑に行う。 
          採管長 ： スポーツダンス競技会における予選から決勝に至る順位決定 

 ● 資格者  ： 採点管理・登録管理を円滑に行える知識＋支援システムを的確に運用できる知識を有する者 
 ● 資格要件 ： ① 支援システムの仕組みを理解し、運用できる 
         ② 支援システムのトラブルや問題を迅速に判断し処置できる 

          ③ 管理・指導者としての能力を備える 
 
● 運用資格者としての心構え（ 採点管理長と同等の気の使い方 ） 

① 競技会の要（かなめ）としての心構え    ： 正しさの追求、焦らない・パニクらない！ 
     ② オペレータに対する管理者としての心構え  ： 厳しいながらも和やかな雰囲気作り 

③ 運用者としての心構え           ： 常に精進を忘れない 
 
３．競技会参加者（ 選手 ）に対する昇級処理 
 
 ● 選手登録      ： 競技選手としての登録、競技会に出るためのお約束 （ノービス・６級を除く） 
 ● 自己級       ： 自己級が与えられること・昇降級規定に従うこと 
 ● カップル登録    ： Ｄ級以上は必要 
 ● 年度末更新     ： 年間に得られる昇級資格と年度末昇級について 
 
   年度 
                   １月   …         １０月 … １１月 … １２月 … 
   申し込み          
   競技会開催 
                                     ↑ 会員情報更新 
                                         選手情報更新 ↑ 
 
 ● ＪＤＳＦ競技規則  ： 競技参加のバイブル 
 ● 昇降級規則     ： 昇降級のお約束 
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● 総合情報システム  ： 本部データベースによる一括管理（Ｗｅｂシステムによる運用） 
 
                                        会費情報 
 

資格情報                              選手情報 
                                        会員情報 
         講習会情報                               競技会結果 
 
 
● 競技会データの流れ ：  
 

      開催申請 
        ↓ 
      申し込み → 競技会受付（資格確認） 
               ↓ 
             競技会開催 → ［ 予選 … 決勝 ］ 
                          ↓ 
                      昇級／降級データ 
                          ↓ 
                  総合情報システム／ＪＤＳＦホームページ 
 
 ● 選手データ    ： ＪｄｓｆＭｅｍｂｅｒ 
 ● 報告方法     ： 終了後の報告義務・報告手段（Ｍａｉｌ） 
                → システムより「ＤＳＣＪ結果報告」で転送可能  
                → Ｚｉｐ圧縮ファイルに限りＭａｉｌ転送可能  

送り先アドレス ： ｃｒｓｅｎｄ＠ｊｄｓｆ．ｏｒ．ｊｐ 
 
４．競技会支援システム 
 
４．１ システム構成 
 
● インストール方法 ： 新規インストール方法・上書き方法 

 
● ファイル構成   ： システムフォルダー ＋ データフォルダー 

 
◆ システムファイル 

１） システムファイル   ： ＤＣＳｓｙｓＮ．ｅｘｅ 
２） ＪＤＳＦ登録データ  ： ＪｄｓｆＭｅｍｂｅｒ 
３） 県別名称ファイル  ： ＪＤＳＦｐ．ｔｘｔ 

所属別名称ファイル  ： ＪＤＳＦｓ．ｔｘｔ 
サークル名称ファイル  ： ＪＤＳＦｃ．ｔｘｔ 

４） システム設定ファイル  ： ＤＣＳｓｙｓ．ｉｎｉ 
５） 賞状情報ファイル  ： ＳＳＳＳ．ｄａｔ 

 
◆ システムで作成されるファイルの内容 

 
６） 競技会情報ファイル    ： ｓｓｓ＿Ｉ．ｄａｔ 
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７） 参加選手情報ファイル  ： ｓｓｓ＿ｍｅｍ．ｄａｔ 
８） ヒート配置データ  ： Ｈ＿＊＊＿？．ｄａｔ   注） ＊＊ は競技区分 
９） 審査結果データ  ： Ｄ＿＊＊＿？．ｄａｔ             ？ は競技種別 

１０） 決勝結果データ  ： Ｆ＿＊＊．ｄａｔ 
１１） 下位決勝結果データ  ： Ｇ＿＊＊．ｄａｔ 
１２） 競技結果htmlデータ → ： ＨＰＤａｔ  ホームページ掲載データ格納 

 
 ● 機能仕様    ： 最大可能数 
 
       ① 競技会参加者   ： 最大９９９カップルまで登録可能（背番号１から９９９迄） 
        ② 競技区分          ： 最大４０区分 
        ③ 競技種別          ： １次予選～５次予選・準決勝及び決勝 
        ④ ヒート数          ： １種別内同時に２０ヒートまで可能 
        ⑤ １ヒート競技組数 ： 最大２０組 
        ⑥ 競技種目          ： 同時に最大１０種目まで可能。通常はスタンダード・ラテン各々５種目迄。 

他にブルース戦（Ｂ）・ジルバ戦（Ｇ）等の単科設定も可能 
        ⑦ 審判員            ： 最大２１名（尚２５チーム分迄の登録が可能） 
        ⑧ 審査方法          ： 準決勝まではチェック法、決勝は順位法 

⑨ 賞状作成印刷機能  ： 賞状の簡易作成システムを備え、該当する順位の賞状印刷が可能 
        ⑩ 他フロアデータ    ： メモリーやネットワークを利用した、コンピュータ相互のデータ参照が可能 
      ※ 以下、ネットワーク接続環境下で実施可能 
        ⑪ データ自動取得    ： 会員・選手データ（ JdsfMember ）を自動的に取得可能 

⑫ データ自動送信    ： 競技結果全データを圧縮し、自動送信 
 
   ● システム設定  ： フォルダー作成・データのエクセル入出力 
   ● 事前処理    ： 競技設定・受付処理・プログラム印刷 
   ● 当日処理    ： 印刷枚数・欠場処理・ヒート変更・審査結果入力・結果判定・同点決勝ｅｔｃ 
   ● 報告処理    ： 昇級名簿・賞状印刷・ファイル出力・報告処理 
 
４．２ 運用規範 
 
● フォルダー作成 ： 競技会の認定番号『 ＹＹＭＭＮＮ（050701） 』 

 ● 選手データ   ： 常に最新のデータを使用。 ＪｄｓｆＭｅｍｂｅｒ 
 ● 競技番号    ： 設定して使用する。２面では注意！（ 100 / 200番台＋900番台の使用方法） 
 
４．３ 登録管理に関する重要事項 
 
 ● 競技会情報作成  ： 必要事項設定（特に認可番号） 
 ● 申し込み処理   ： 選手登録の確認（年度更新有無）・カップル登録 
 ● 競技成立の確認  ： 競技成立の確認（ルールの適用） 
 ● 昇級数の確認   ： 昇級率の確認 
 ● 欠場処理     ： 受付終了後及び途中欠場時の誤記対応のための処理  
 
４．４ 審査上の重要事項 
 
 ● 振り分け     ： ４種類（通常・縦割・ランダム・シャッフル）の振り分け方法説明・有用性 
 ● チェックミス対応 ： 入力時の審査員による間違いが有った場合の処理 
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 ● 入力ミス防止   ： ２名以上による入力の励行 
 ● 予選通過決定   ： 予定数以外の場合の決定方法 
 
４．５ 特殊な使用方法  
 
 ● ２面操作     ： Ａ・Ｂ面での競技会運営・同一競技２面分割 
 ● 同点決勝     ： 同点決勝及び下位決勝実施方法 
 ● 賞状印刷     ： 賞状印刷の使い方（全部出力・追加印刷） 
 ● 決勝順位変更   ： 競技不参加・規定違反等での最下位変更方法 
 
４．６ 報告処理 
 
 ● 報告処理     ： １週間以内に報告書類を添付してデータを本部に報告送付 
● 報告書類印刷   ： 開催報告書・競技会結果一覧・昇級資格者名簿 

 
５．  パソコン・プリンタートラブル対処 
 
５．１ パソコントラブル 
 
 ● ハングアップ    ： ALT+CTRL+DEL → リセット（３秒間プッシュ） 
 ● セーフモード    ： 立ち上げ時にＦ８プッシュ 
 ● 画面消去      ： ノートパソコンでは出力先を確認 
 
５．２ プリンタートラブル 
 
 ● ドライバー     ： 純正・最新のプリンタードライバーを使用 
 ● 通常使うプリンター ： システムで任意に変更可能。印刷設定、プロパティの値も変更可能。 
 ● ジャム       ： 用紙の取り除き方法 
 ● 用紙交換      ： トレイの扱い方 
 ● 賞状用紙      ： 金箔を使用した用紙は不適 
 ● トナー切れ     ： 残り印刷可能枚数の把握・交換トナーの準備 
 
６． ネットワーク 
 
● ネットワーク概要 ： ネットワーク利用によるパソコン通信／ＬＡＮ／インターネットについて。 
             目的は、２台以上のパソコンの接続（ハードの共用・情報の交換・コスト削減） 
             イーサネットケーブル（クロスケーブル・ストレートケーブル）・Ｈｕｂ 

 ● アドレス     ： コンピュータ名・ワークグループ・ＩＰアドレス  
 ● 仮想ドライブ   ： パソコンの共用 （ ネットワークドライブ・共用プリンター ） 
 ● ＰＩＮＧ     ： 接続確認 
 
７． 情報収集 
 
  ● インターネット・E-mail使用環境の保有 
      アドレス紹介  ｈｔｔｐ：／／ｗｗｗ．ｊｄｓｆ．ｏｒ．ｊｐ／ｉｎｄｅｘ－ｊ．ｈｔｍｌ 
 
以 上   


